
みんなで楽しく 

5 月 5 日は  

　端午の節句は，奈良時代から続く古い行事です。端
午というのは，月の「端（はじめ）」の「午（うま）」の日と
いう意味で，5月に限ったものではありませんでした。しか
し「午（ご）」は「五（ご）」に通じることから5月5日を「端
午の節句」と呼ぶようになったそうです。 
　この日のシンボルでもある鯉のぼりは，滝を飛び越え，遡る力強さを賞したも
ので，子どもが元気に育つようにという親の願いが込められています。また，こ
の日に柏餅を食べる風習は，柏の葉が新芽が出るまで古い葉が落ちないこと
から，世代を受け継ぐ縁起物として広まったものです。 
　さて，もうすぐ端午の節句です。京都市役所前広場や多くの市立小学校
では，４月下旬から5月5日にかけて,京人形商工業協同組合青年会の鯉のぼ
りが元気に泳いでいます。京人形商工業協同組合青年会の皆さんが,日本
の伝統行事とその心を子どもたちに伝えようと取り組んでおられます。子ども
たちの健やかな成長を願い，みなさんもご家庭で鯉のぼりを揚げたり，柏餅を
食べたりして，端午の節句を祝いませんか。 

上賀茂橋 

なから ぎ 

いよいよ下京中学校誕生！ 全市のモデルとなる取組を推進します 
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